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起業家としての三島億二郎（１）：社会関係資本の形成について 
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は、所属するコミュニティに大きく依存するとしている(Coleman 1988 ,Putnnum2000,金光淳 2003,宮川・大守 2004)。 
この点について Lazarsfeld and Merton (1954)は、「社会的相互行為は、ライフスタイルや社会経済的特徴が似
                                                        
1 三島億二郎は、鋭二郎、億次郎、宋右衛門、億二郎と改名し、川島家から伊丹家へ養子に行き、戊辰戦争後に三
島の姓に変わっている。特に断らない限り、混乱を避けるために本文中では三島億二郎に統一する。 
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Lin(2001;78-97)によれば、社会関係資本の理論は 7 つの命題を持つとしている。 
命題 1 社会関係資本と行為の成功との間には、正の相関がある。 









命題 3 強い紐帯の強み命題 
紐帯が強いほど、社会関係資本は表出的行為の成功に影響しやすくなる。 
                                                        
2 マタイ効果（Matthew effect）とは、「おおよそ、持っている人は与えられて、いよいよ豊かになるが、持って
いない人は、持っているものまでも取り上げられるであろう」（マタイ福音書第 13 章 12 節）の引用から来た言葉
で、財の偏りが進むことを表している。 
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命題 4 弱い紐帯の強み 
弱い紐帯ほど道具的行為にとって良い社会関係資本へのアクセスがやさしくなる。すなわち紐帯が弱いほど異質
な資源へのアクセスがし易くなり、上方到達可能性が高くなる。 




命題 6 位置と地位の交互作用命題 
道具行為にとって、位置の強み（ブリッジへの近接性）は、ブリッジでつながる集団間の保有資源の違いにより
かわってくる。 













三島億二郎が生まれたのは文政 8 年（1825）で明治 25年（1892）に死去している。幼年期に文政 11 年(1828)の
三条大地震により長岡町と郷中七ヶ組で、全壊 2193 軒、半壊 827 軒、死者 264人、けが人 404人の記録が残ってい
る 3。天保の大飢饉では、長岡城付近には大量の難民が押し寄せてきたことが記されている 4。このころの三島は満






徳館では成績は優秀であったようで、弘化 3 年(1846)に 21 歳で助教に任ぜられている。物心がついたころから天変
地異を何度も経験しており、また外国船の強引な開港要求などの国難を救おうとする発想が出てきても当然であろ
う。後述するが、開国派と攘夷派が藩内での対立もあったようである。 
この頃から長岡藩の財政も急速に悪化し、特に嘉永 2年(1849)に入ると藩が 8 万両の御用金を町・郷中に命じる
                                                        
3 『長岡懐旧雑誌』中巻より。『翻字懲震毖録』によれば震源で長岡から 20km 程の距離にある三条では、全潰 12,859
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40 代前半では、長州征伐に参加しその後の大政奉還、兵学校取締になり戊辰戦争と敗戦を経験し、明治 2 年(1969)
柏崎県の大参事に任命される。混乱期とはいえ、下級武士が長岡藩の大参事とその後の柏崎県の大参事に任命され
ることは上方到達の典型的な事例である。 








日本全体 長岡藩での出来事 三島億二郎とその周辺 
1824 文政 7   
関東・奥羽で大風雨による
大洪水。 
    







1826 文政 9 1 シーボルトが江戸に到着。     




河井継之助誕生。   






























1832 天保 3 7 
頼山陽死去。鼠小僧次郎吉
処刑。 
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1834 天保 5 9 
天保の大飢饉。水野忠邦老
中に就任。 
藩が窮民に救米を支給。   
1835 天保 6 10 天保の大飢饉。     
1836 天保 7 11 
天保の大飢饉。東北地方で


















1839 天保 10 14 蛮社の獄。 岸宇吉誕生。   
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23   
長岡藩総実高 13万 6 千石
計上。 
  















り 3 万 5 千石損耗。 
江戸詰になる。佐久間象山
の塾に通う。 





より 4 万 3千石損耗。 
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揆。 
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高橋、阿部、大塚編 1995, 今井、阿部、金子編 1999)であるが、使われている教科書はどの藩校でも使われている
                                                        
9 当時、弁事（太政官の事務職）であった。後に和歌山県の初代知事になる。 
10 「長岡藩嘉永分限帳」『長岡藩政史料集(6)長岡藩の家臣団』長岡市 
11  同上 
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三島に大きな影響を与えたものとして、嘉永 2 年（1849 年）からの江戸詰の勤務経験がある。この江戸在勤中に
佐久間象山の塾に通うようになり、そこで吉田松陰とも親しくなった。佐久間象山が主催する塾には、吉田寅次郎(松
陰)・小林虎三郎・勝麟太郎(海舟)・坂本竜馬・橋本左内 14、武田斐三郎 15・河井継之助・山本覚馬 16・加藤弘之 17、







                                                        
12 この思想は、明治維新後に作られた長岡藩最後の藩校国漢学校で活かされ、武士以外の町人階級も入学可能で学
校内に刀の持ち込みを禁止していた。 
13 『三島億二郎傳』17 ページ 
14 橋本佐内は、越前国福井藩士、安政 4年（1857 年）以降、由利公正らと幕政改革に参加するが安政の大獄で斬首
された。 
15 武田斐三郎は函館五稜郭の設計者。白山友正「武田斐三郎伝」1971 年 
16 山本覚馬は会津藩士、砲術家であった。明治維新後は地方官・政治家として初期の京都府政を指導し、同志社英
学校（現同志社大学）の創立者新島襄の協力者でもあった。青山霞村『伝記・山本覚馬』大空社 1928 年 
17 加藤弘之は、但馬出石藩の出身。オランダ語、ついでドイツ語を学んで蕃書調所教官に任ぜられ、維新後は大学
大丞、侍読、元老院議官を経て東京大学初代総理となる。明六社を結成。 
18 木村軍太郎は佐倉藩士で蘭学者、安政 4 年にハリスの国書を翻訳している。『蘭学者木村軍太郎伝 』村上一郎：
印旛郷土研究会 2008 年 
19 津田真道は、美作国津山藩出身、1857 年（安政 4 年）蕃書調所に雇用されて、1862 年（文久 2 年）には西周と
オランダに留学しライデン大学に学び、4 年後に帰国する。その講義録を 1866年（慶応 2 年）に『泰西国法論』と
題して訳出する。明六社を結成、『津田真道 研究と伝記』 大久保利謙編、みすず書房、1997 年 
20 小林虎三郎は、先に述べたように病気がちであったため、 
21 『象山全集』第 4 巻､242 頁 
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25 『芝山日記』明治 2 年 5月 21 日 
26 『芝山日記』明治 2 年 11月 19 日 
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27 たとえば、六十九銀行をはじめ多くの企業を立ち上げた岸宇吉は唐物商から士族株を手に入れる寸前であり、阪
神グループの基盤を築いた外山脩造は庄屋から士族になる途中であった。 
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